「緑の分権改革」は社会システムの改革
～地域の自給力と創富力を高める地域主権型社会へ

· 　エネルギー
　　市民出資の太陽光発電と固定価格買取制度、小水力発電、風力発電、バイオマス発電・熱供給、木質ペレットストーブ

· 　食料
　　学校給食などを含めた地産地消、賢い消費者との交流による安心安全な食料の宅配、道の駅や無人販売所での農家直販、食料ゼロエミッション、

· 　資金
　　市民出資や市民寄付（志金）、地域ファンド、地域通貨、地域内の資金循環円滑化

· 　人材
　地域づくり人の養成、公務員の社会貢献活動への参加促進、大学と連携した人材育成、国公立大学のあり方検討、ソーシャルビジネス、地域おこし協力隊、集落支援員

· 　水
　水源保全、日常生活における自然水の利活用、販売、戦略物資としての位置づけ

· 　森林
　手入れと保全、間伐材の利用、キノコなど特用林産物の活用、森林酪農、森林セラピー

· 　土地
　耕作放棄地の手入れと活用、クラインガルテン方式の移住・交流、

· 　歴史・伝統・文化・生活技術
　古民家活用、町並み保存、お祭りや郷土芸能の保存・継承、郷土（家庭）料理のレシピ継承

· 　廃棄物
　リサイクル、熱供給、堆肥センター、ゴミゼロ

